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あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
・
地
域
を
守
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
、
主
に
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ

効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
が
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
方
だ
け
で
な
く
、
そ
の
方
の
家
族
や
社
会
全

体
が
感
染
症
か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
医
療
へ
の
負
荷

軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
の
承
認
後
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
接
種
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

－

1
1
2
7

接
種
時
期

　

接
種
開
始
時
期
は
現
時
点
で
未

定
で
す
。

　

安
全
で
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
承

認
さ
れ
、
供
給
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
医
療
従
事
者
等
か
ら
接
種

が
始
ま
り
ま
す
。

接
種
の
対
象
と
接
種
順
位

　

当
面
の
間
、
確
保
で
き
る
ワ
ク

チ
ン
の
量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

国
が
示
す
接
種
順
位
と
接
種
時
期

に
応
じ
て
、
接
種
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
次
の
よ
う
な
順

で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
見
込
み

で
す
。

①
医
療
従
事
者
等

② 

高
齢
者（
2
0
2
1
年
度
中
に

65
歳
に
達
す
る
、
1
9
5
7
年

4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）

③
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者

④
右
記
以
外
の
者

※ 

ワ
ク
チ
ン
供
給
量
・
時
期
に
よ

っ
て
は
、
接
種
時
期
が
さ
ら
に

細
分
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

接
種
回
数

　

接
種
回
数
は
2
回
の
予
定
で
す
。

1
回
目
と
2
回
目
は
同
じ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

接
種
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　

接
種
券
お
よ
び
手
続
き
を
記
載

し
た
案
内
チ
ラ
シ
を
送
付
し
ま
す

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

65
歳
以
上
の
方
は
3
月
下
旬
、

65
歳
未
満
の
方
は
4
月
以
降
の
送

付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

接
種
場
所

　

市
の
接
種
会
場
な
ど
で
接
種
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
接
種
場
所
は
、
決
ま
り

次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 
原
則
、
住
民
票
の
あ
る
市
町
村

で
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

接
種
費
用

　

無
料

接
種
を
受
け
る
際
の
同
意

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
は
、
し
っ
か
り
情
報
提

供
を
行
っ
た
上
で
、
接
種
を
受
け

る
方
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
限
り

接
種
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
方
は
、
予

防
接
種
に
よ
る
感
染
症
予
防
の
効

果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
を
理
解
し

た
上
で
、
自
ら
の
意
思
で
接
種
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

接
種
を
受
け
た
後
に
副
反
応
が
起

き
た
場
合
の
健
康
被
害
救
済
制
度 

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
健
康
被
害

が
生
じ
た
場
合
は
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
救
済（
医
療
費
・
障
害

年
金
等
の
給
付
）を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

感染症予防が大切

　自らがかからないため、社
会全体の流行を防ぐために、
引き続き感染症予防が大切で
す。
〇 こまめな手洗い、手指消毒
〇 咳エチケットのため、マス
クを着用する
〇こまめに換気をする
〇人との間隔を空ける
〇 ３密（密閉・密集・密接）を
避ける
〇 ウイルスへの体の抵抗力を
高める
〇適度な湿度を保つ

　このページの内容は２月15日時点
の情報です。最新の情報は厚生労働
省のホームぺージなどを確認してく
ださい。

　厚労省ホームぺージ

※掲載している情報は編集時点（２月15日）のものです。変更になっている場合がありますので、注意してください。

クローズアップ豊岡
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芸術文化観光専門職大学と地域との連携
地域連携の拠点
「地域リサーチ＆イノベーションセンター」

地域の身近な相談窓口になります
　地域の皆さんや企業の方々が抱える課題につ
いて、大学への相談は「地域リサーチ＆イノベ
ーションセンター」が受け付けます。どんなこ
とでも気軽に相談してください。
〇大学が開催する講座に参加したい
〇学生に地域の活動へ参加してもらいたい
〇 地域活動の企画や運営で困っていることを先
生に相談したい

〇 企業の課題について専門家にアドバイスをも
らいたい　など

　豊岡市の窓口
でも相談するこ
とができます。
相談内容を、市
から大学のセン
ターに繋ぎま
す。

地域を元気にする事業を計画中
企業・地域の皆さんとの連携
　企業や地域の皆さん
からの相談や、大学の
教員の提案に基づいて、
関係者と連携して課題
解決のプロジェクトを
進めていきます。
例：「noslisu（ノスリス）実証実験プロジェクト」
　川崎重工業㈱が開発した新モビリティ
「noslisu（ノスリス）」を、大学と市町と企業が
一緒になって、但馬の各地域のさまざまなシ
ーンで実証実験を行います。
ノスリスは安定感のある電動三輪ビークルで、楽に漕げ、
荷物もたくさん積むことができます。

市町との連携
　市や町が取り組んでいる政策に、大学が「芸
術文化」「観光」「経営」の視点を用いて連携し、
地域の活性化に取り組みます。

例：「コミュニケーションワークショップ」
　但馬の高校生のコミュニケーション能力を
養うため、大学の教員が演劇的手法を用いた
授業を行います。

※ 来月は開学後に開催する「センターオープニ
ングイベント」について、紹介します。《 問合せ》

兵庫県専門職大学準備課
☎078‒362‒3377

センターのI
インスタグラム
nstagram運用開始

　２月下旬に運用を開始し、但馬の魅力や人材
を発信します。ユーザー名：ric_tajima

たき火による火災が多発する季節です
　春先は空気が乾燥し、風が強いため、枯れ草
などの焼却火が拡大、または、飛び火して建物
や山林などに延焼する火災が発生しやすい時期
です。
▼火災事例
▽ 畑地の枯れ草を焼却中、風にあおられ山林に
延焼拡大した。

▽ たき火を行い、足で踏み消して帰宅したが、
完全に消火できておらず建物に延焼した。

▼注意事項
▽風の強い日は避ける。

▽火のそばから離れない。
▽ 終わった後は、水を掛け
残り火がないようにする。
ごみの野外焼却は禁止され
ています！
　家庭や会社から出たごみ
などは、種類にかかわらず、屋外での焼却が法
律で禁止されています。
　各家庭での、火災予防とごみの適正な処理を
お願いします。
　　　　　　　《問合せ》豊岡消防署☎24‒8039

生活環境課☎23‒5304
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火災を起こさないために


